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1. はじめに 

高速道路交通管制の主な役割は，交通の安全性，円滑性，

快適性の確保にある。交通管制システムでは，各種情報の

収集及び処理，そして道路利用者が安全・快適にドライブ

するための情報提供が行われている。これまで，この交通

管制システムに関する数多く調査専門委員会を電気学会に

設置して，調査研究を行ってきた(1)-(7)。この間，高速道路に

おいてはETCの普及による多様な料金施策の実現やETC技

術を活用したスマート IC の整備，また DSRC（スポット通

信）技術を応用した駐車場料金の自動収受，自動車からの

プローブ情報の収集等，積極的な取り組みがなされている
(8)。VICS（道路情報通信システム）及びその後継である ITS

スポット通信（現，ETC2.0 通信）サービスの実現には関係

機関の交通管制システムが大きく寄与している。このよう

に，情報収集や提供の手段が充実かつ多様化してきている。

これらの動向も踏まえつつ調査研究を行ってきた。 

先に設置した「高速道路交通管制における提供情報の高

度化に関する調査専門委員会」では，情報提供のもとにな

るコンテンツを中心に提供情報の高度化について調査検討

した(7)。すなわち，情報提供ツールの多様化とともに，提供

情報の内容や質に対する検討が必要であり，特に高速道路

では交通分散あるいは道路の有効利用のためには適切な情

報提供が求められる。道路の有効利用のための手段として，

道路上の情報板のほかカーナビゲーションシステム（以下，

カーナビ）やスマートフォン（以下，スマホ）などのパー

ソナルメディアを利用した情報提供，並びにロードプライ

シングなどがある。これらに必要な情報として，どのよう

な情報をどのようなタイミングで流せばよいのか，その品

質はどの程度なのかなども検討が必要と考えた。そこで，

高速道路交通管制システムの更なる高度化に向け，高速道

路交通管制において重要となる，効果的な情報提供のあり

方やそのコンテンツに関する調査・研究を目的とした。調

査研究の結果では，より分かり易くきめ細かい，より効果

のある情報提供の必要性が指摘されるとともに，サグ部な

どでの速度低下防止を目的とした視線誘導灯による速度調

整や，事故発生からの経過時間，車両や歩行者に対する逆

走・誤進入警告など， 新の ICT 技術を活用したよりきめ

の細かい情報提供が試験的に実施されていることも確認し

た。そして，特に人命にかかわる事故に直結する逆走や誤

進入の未然防止は重要であり更なる検討が必要であること

や，甚大な被害をもたらす気象等による災害時の情報提供

の重要性が指摘された。 

このような背景のもと，「高速道路交通管制における異常

事象の情報提供に関する調査専門委員会」を設置して調査

研究を行うこととした。本調査専門委員会では，異常交通

のほか上記の異常気象等を含めて，高速道路交通管制にお

ける異常事象の早期検出，異常事象情報提供やその効果に

関する調査・研究を目的とした(9)。そして調査検討項目を以

下のように設定した。 

(１) 高速道路の異常事象に関する現状調査 

現状の交通管制システムにおける異常事象を洗い上げる

とともに，異常事象の提供の仕方やシステム構成の現状に

ついて調査する。また，パーソナルメディアを含めた情報

提供に関連するシステム・設備等についても調査する。 

(２) 新たな異常事象情報に関する調査・検討 

異常事象情報を分類整理するとともに，新たな異常事象

や提供コンテンツについて具体的に調査検討する。その他，

関連システムについても同様の調査検討を行う。そのなか

で，現状の問題点や課題を整理する。 

(３) 異常事象情報提供のシステム化とその効果に関する

調査・検討 

交通の安全や円滑のために，今後必要とされる異常情報

を整理する。そして， 新の ICT 技術を活用した，センシ

ング並びに異常事象の情報提供システムのシステム構成及

びその効果等について調査検討する。 

(４) 関連システムに関する調査・検討 

高速道路交通管制システム以外の関連システムの情報提

供について調査検討する。また，異常事象情報提供に限ら

ず，今後応用可能と思われるヒューマンインタフェース技

術についても調査検討する。 

本委員会は 2 年 10 か月にわたり，委員会 14 回，研究会 2

回，多数にわたる幹事会を開催した。2020 年 3 月からは新

型コロナの感染拡大に伴い委員会開催を見合わせ，同年 10

月からオンラインによる委員会を再開したが，期間が足り

ず委員会開催期間を延長した。期間中，現地調査を兼ねた

見学会（中日本高速道路㈱金沢交通管制センター（2019 年

11 月 20 日），石川県警察本部交通管理センター（2019 年 11

月 21 日））を実施した。本書は，委員会活動における調査

研究のまとめである。本書の構成は，調査検討した内容を

再整理したものであり，必ずしも調査検討項目と一致して

はいない。 
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